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2050年―それは、私たちが次の世代へ託す未来の姿が現実のものとなる時代。  

そのとき、私たちが描こうとする南長浜はどのような姿を見せているでしょうか？ 

受け継いだ豊かな自然と歴史が息づきながら、時代の変化を柔軟に受け入れ、 
新たな価値と可能性に満ちたまちになっている―

この「まちづくりビジョン」は、 
「ここで暮らしたい」「ここで関わりたい」「このまちを誇りに思いたい」という 

願いを実現するための、未来に向けた挑戦と希望のコンパスです。 

20年前、スマートフォンを持ち歩く生活を、どれほどの人が想像したでしょうか。 

わずか5年前、コンピュータとの創造的な対話が可能となる未来を、 
どれだけの人が予見できたでしょうか。 

技術の進歩は驚異的です。10年後、そして20年後の私たちの暮らしは、 
今とは大きく異なっているかもしれません。 

人型ロボットが家族の一員になり、自動運転が移動の概念を変え、 
旅行先が地球を越えて宇宙へ広がる、そんな未来が待っているかもしれません。 

しかし、どんなにテクノロジーが進化しても、人と人が支え合い、 
多様な価値観を認め合う、温かいコミュニティの絆が失われることはありません。 

私たちは、未来を担う子どもたちが大きな夢を描き、誰もが安心して暮らせる、 
そんなまちを実現したいと願っています。 

その未来をつくるためには、今、私たちが一歩を踏み出すことが大切です。 

今日の行動が明日の輝きを生み出し、 
次の世代へと希望のバトンを渡していくのです。 

幸せを実感できる未来を、共に創りあげていきましょう。 

未来へつなぐ、希望のまちへ

はじめに
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　長浜市は、「働く」や「子育て」など人々のライフステージの中で『定
住』を決定する際に選ばれにくい現状があり、結果、若者の転出超過
やUターン者の減少により、深刻な高齢化が進んでいます。 

　こうした課題に対応するため、長浜に暮らす若者が、現在も、将来も
魅力を感じられるまちを創ることをめざし、長浜市総合計画第3期基本
計画に掲げる重点プロジェクトの一環として、南長浜地域のまちづくり
を進めています。 

　このビジョンは、「南長浜地域まちづくりコンセプト『まじわり、未来
がそだつまち』」に基づき、活用しきれていない地域の豊富なアセットに
目を向け、当該地域に必要な機能や取組などをゾーンとして落とし込
み、変化していく地域の姿を見据えた段階的なまちづくりの展開を示
すものです。また、今後の関連計画に反映させながら、持続可能な地
域の発展をめざします。 

本ビジョンは、2050年を最終目標年次とし、そこに至るまでの段階的
な目標年次を設定します。※ロードマップ参照 

南長浜地域は、概ね長浜南小学校区を対象範囲とします。 

1 ビジョン策定の背景、目的

2 ビジョンの目標年次

3 ビジョンの対象範囲
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神田PA

南長浜地域
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4 ビジョンの構成

まちづくりの方針

ゾーニング

ロードマップ

めざすまちの姿

本ビジョンは、めざすまちの姿「まじわり、未来がそだつまち」、具体的には 

「魅力ある産業“働く場”」、「人を呼び込む“活躍の場”」、「未来を先取りした“持続可能なまち”」の形成を 

主目的（最上位）として、「まちづくりの方針」に基づく施策・事業を、「各ゾーニング」のなかで展開していく構成となっています。 

リラックスパークゾーン
内外交流ゾーン
産業ゾーン
メディカルゾーン

SIC活用ゾーン
地域共生コミュニティゾーン
地域ネットワークコミュニティゾーン

まじわり、未来がそだつまち

魅力ある産業
「働く場」

人を呼び込む
「活躍の場」

未来を
先取りした

「持続可能なまち」

豊富な地域アセットを生かし、
産学官連携、地域振興、
IT技術等を活用した
先進的取組により、 
次のまちの姿の実現を図る。

ゲートウェイ
市域最南部に位置する立地特性や
交通利便性を活かして、人や資本が
集まるハブ機能を整備する。

インキュベーション
高校や大学などの学びの場や医療福
祉施設を起点にして、南長浜にリソー
スのある「食・農・健康」領域のビジネ
スや産業のインキュベーションを推進
する。

ライフスタイル
南長浜においてこれまで継承されてき
た伝統や自然をのこしながら、ICTな
どの最先端のテクノロジーが融合した
新しい住まい、働き方、モビリティなど
のライフスタイルを実現する。
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【他関連計画との関係性】 　長浜市の市政方針を定める最上位計画として「長浜
市総合計画」があり、分野別計画やビジョン等はすべて
長浜市総合計画に基づいた内容となっています。
　「南長浜まちづくりビジョンfor2050」は下図のとおり

長浜市国土利用計画の下位計画として長浜市都市計
画マスタープランや立地適正化計画、長浜市農業振興
地域整備計画などの関係する分野別計画を南長浜地
域に着目して横断的にまとめあげる役割を持ちます。 

長浜市総合計画

田村駅周辺整備基本計画

南長浜まちづくりビジョン for 2050

都市計画マスタープラン
立地適正化計画

長浜市産業振興
ビジョン

長浜市農業振興地域
整備計画

デジタル田園都市国家構想の実現に向けた
第3期長浜市まち・ひと・しごと創生総合戦略

長浜市国土利用計画
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南長浜地域のすがた

#2
まちの特長・まちの歴史 ─  9

地域の想い ─  10
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令和3年 南長浜地域ビジョン検討会議

平成30年『田村駅周辺整備基本計画』策定

令和2年 南長浜まちづくり検討会議

平成24年 下坂中地区、田村地区、寺田地区、 
田村駅東地区4地区において 
地区計画（一部平成27年）策定、 
市街化区域編入（一部平成27年）

令和4年 長浜市総合計画第3期基本計画策定 
同計画内の重点プロジェクトに 
「南長浜地域まちづくり検討事業」を設定 
（仮称）神田スマートIC事業化決定

令和5年 南長浜地域まちづくり検討事業スタート 
南長浜地域まちづくり共創会議・検討会議 
ワークショップ［co-creation meeting］（2回） 
『南長浜地域まちづくりコンセプト for 2050』 
を策定

昭和6年 田村駅 開業

昭和50年 滋賀文教短期大学移転開学

昭和48年 長浜農業高等学校移転

平成8年 市立長浜病院が現在地に 
移転開院

平成4年 長浜ドーム開場

平成15年 長浜バイオ大学（私立）創立

平成18年 長浜バイオインキュベーション 
センター開設

昭和62年 国鉄分割民営化により 
田村駅がJR西日本の駅となる

平成2年 長浜地方卸売市場開場

1 まちの特長

2 まちの歴史

昭和6年 田村駅開業

平成4年 長浜ドーム開場平成2年 長浜地方卸売市場開場

令和XX年 （仮称）神田スマートIC開設平成18年 長浜バイオインキュベーションセン
ター開設

平成8年 市立長浜病院移転開院 平成15年 長浜バイオ大学開校

昭和48年 長浜農業高等学校移転

交通拠点である田村駅や近い将来完成する（仮称）神田スマートIC、 
大学に農業高校などの教育機関、集積した学術研究施設、 
総合病院、長浜ドーム、自然豊かな里山やびわ湖、実り多き田園地帯など、 
様々な都市アセットが豊富にあります。

南長浜地域のまちづくり変遷 
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10代 20代
ここにいたくなるまち、 
帰ってきたくなるまちになって欲しい。

駅周辺に遊べる場所が 
あると良い。

子育てしやすい環境、 
子どもにやさしいまちになると良い。

このまま何も変わらず、 
自然が残って欲しい。

車がなくても買い物できる場所。

駅近くに勉強できるスペースや 
遊べる施設が欲しい。

地域のつながりは 
適度にあって欲しい。

今ある自然や風景は 
残っていて欲しい。

ずっと住み続けたい。 
趣味などを通じて 
地域と繋がっていたい。

3 地域の思い
本ビジョンの検討にあたり、現役世代及び将来世代への 

インタビューとワークショップを開催し、南長浜に対する思いや考えをお聞きしました。 

インタビュー
10代から70代の23名に「南長
浜の良さ」や「2050年の自分、家
族、南長浜」について、インタ
ビューを行いました。そこでは次
のような意見が聞かれました。
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30代
長浜市のまちづくりに 
関わっていたい。

ゆとりある暮らしができるまち 
（都会と比較して）。

交通手段の改善。

環境やエネルギー問題に、 
地域全体で取り組めるまち。

40代・50代
元気で趣味や生きがいを 
持って暮らしたい。

子どもが自由に遊べる場所。

ご近所さんと集える 
場所や関係性。

交通手段の改善。 
買い物や通院のための 
仕組みづくり。

60代
地域内でエネルギーの 
自給ができる仕組み。

自然が残る適度な開発。

車中心の社会ではなく、 
自転車とも共存した仕組みづくり、 
道づくり。

週休3日制になり、 
余暇を地域の自然や 
コミュニティ活動、文化活動に使う。

地域コミュニティを大事にして、 
助け合えるまち。

車がなくても買い物できる環境 
（ドローン宅配など）。
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自然を活かした、観光施設を整備し、
黒壁との相乗効果を図る

アウトドアの拠点があれば
広がりをもてる 
ポテンシャルがある

自転車・カヌー等様々な
ツールを使った周囲へのアクセス

写真が撮りたくなる場所、自然を活かした
美術館等。長浜で１日遊べるように。

グランピング＋黒壁の客層が多い。 
歴史探訪とグランピングなど
様々な組み合わせ

中心市街地の観光後、
このエリアに＋アルファで
立ち寄れるスポットがあると良い

都会の人に来てもらう
⇒地域に戻ってきたいと思える地域

ピクニックのブランド化

大学生と地域との 
関わりを増やす

サテライトオフィス（ピクニックベース）までの
バス等があれば

バイオ大学の講義、
えきまちテラスでやりたい

自然を残したうえでの 
市街地化

住環境の充実（賃貸物件の選択肢を増やす）

自給自足の体験ができる住宅

映画館等、若者が好む
コンテンツがあればいい

生活圏と市街地が近く、
自転車で生活できる地域

自治会や地域として、柔軟に
対応できるようになる事が大切

（若者の意見を聞く）

企業誘致も給与水準や
研究所、ホワイトカラー等、
ニーズがあるものがあればいい

ベンチャー企業等、 
長浜にない業種の企業を誘致

時間を過ごせる空間があれば良い

バイオ大学を中心とした
発酵文化、世界的な
トレンドをけん引できる地域

学生にとって学びたい学科がほしい

学びを生かした就職先が
あってほしい

バイオ大学で学んだ学生が
地域に就職できるような企業があればいい

第２のサイエンスパーク「知の集積」が必要

こどもたちが楽しめる、住みたいと思える

遊びが充実していることが重要

保育園や幼稚園の充実日帰りで過ごせる場所として最高

教育＋αを学べる、体験できる

癒しのある地域

遊ぶところ、レジャー施設が 
たくさんあり、にぎわっている

仕事と遊び（レジャー）が両立できるエリア

働く場所、企業（起業）と
若者のつながり

若者が外から来て、楽しめる場所

若者が外を歩いているのが
見えるような地域

トレンドと文化・歴史が両立できる地域

言語（方向性・志向・共感性）が
合えば集まってくる人たちがいる

安心して暮らせる地域

ストレスを発散できるエリア

まちづくりワークショップ
南長浜のまちづくりを検討するスタートアップイベント
としてワークショップを開催し、どうすれば若者が集ま
るまちになるかをテーマにアイデアをお聞きしました。
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南長浜地域のまちの将来像
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　南長浜地域は、自然景観や文化、ここにしか
ない機能（施設）が豊富にあるところが他地域
と差別化でき、さらに特筆すべき点は、それぞ
れが重要な要素を形成して機能しあいながら、
“ちょうど良く” 存在していることです。こうした
地域資源や機能を最大限活かして、地域内外
から人（特に若者）や資本を集積させます。
　また、南長浜は、新たな挑戦を試行するスター
トアップの場として絶好のフィールドです。産
学官連携や IT・AI技術等を活用した革新的・
先進的な取組により、魅力ある産業を誘致し
「働く場」をつくるとともに、「活躍の場」の創出
により人を呼び込むなど、長浜市全体に好循環
をもたらすリーディングエリアとして未来を先取
りしたまちづくり進めます。

1 基本理念 2 まちづくりコンセプト

• 大学や高校などの教育インフラを背景として地域の担い手や世界に羽ばたく人材が育つ。
• 誰もがチャレンジできる場や機会が豊富にあり、新しい仕組みや活動が盛んに生まれている。
• 地域固有の資源や知の集積を活かして、若者にとって魅力ある新たなビジネスが次 と々創出される。
• 賑わいを創出する店舗や施設が立地している。
• 健康管理・医療・介護・福祉サービスが充実している。
• 食料や再生可能エネルギーなどの地産地消が広がっている。
• 歴史や伝統文化、故郷の風景、市民活動等を通じて愛着や誇りが醸成される。

そだつ

• 高い交通利便性を背景に、長浜に人や資本を呼び込むゲートウェイとして機能している。
• 地域内外の若者が集まり、様々な分野で活発に交流、活動している。
• 地域資源を活かして交流・関係人口が絶えず往来している。
• バイオなど先端的な知の集積がある一方で、昔ながらの伝統（「結」等）が存在しており 

「新しいモノコト」と「古き良きモノコト」が共存している。
• 「デジタル」と「アナログ」、「ファスト」と「スロー」など、これまで相対と捉えていた 

ヒト、モノ、コトをともに地域の価値として、人々を惹きつけている。

まじわる

まちづくりのコンセプトを「 まじわり、未来がそだつまち 」とし、 
「のこす」「そだつ」「まじわる」の3つの視点を重視しつつ、2050年にあるべき 

賑わいや他地域をけん引する先進的な取組を行います。

• 地域古来の歴史や伝統文化、神社仏閣が維持され、次世代へ引き継がれている。
• 里山、田園、溜池など、固有の豊かな自然や景観が保全されている。
• 地域で支えあう市民活動の枠組みが継承され、機能している。

のこす
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3 未来に暮らす人のすがた（未来ペルソナ）
地元住民へのインタビューや資本のリサーチ、未来インプットを参考にして、 
この地域の未来に暮らす住民（未来ペルソナ）を7人設定しました。 
この未来ペルソナを起点に「残すべき資本」を選択し、また、「新たに獲得する資本」を導き出しました。 
これら未来の人々の姿である「未来ペルソナ」やマクロな視点からの未来予測情報をふまえ、 
未来に生きる人を中心にした「次世代起点デザイン」の手法により地域の将来像を描きます。

向井 太郎
2031年生まれ／19歳（男性）

京都の大学で福祉を学ぶ大学生。
授業はVRで行われるため、普段は
南長浜に住んでいる。地元の友達
と起業し、観光を盛り上げる事業
にも従事。友達とアウトドアで遊ん
だり、身体を動かしたりしている。

斎藤 湊
2015年生まれ／35歳（男性）

大阪にあるIT関連企業の会社員
をしているが、勤務はほぼ在宅。休
日は家族と長浜市内でハイキング
をしたり、買い物を楽しんでいる。
環境保全の地域コミュニティに所
属して子どもたちと自然の中で活
動することが楽しみ。

柴 拓実
2018年生まれ／32歳（男性）

地元のバイオ大学卒業後、大阪の
会社に勤めていたが先輩に誘われ
て地元で起業したバイオベンチャー
に就職。南長浜で両親と二世帯居
住をしている。自然や農業にも関心
があり、将来は自分のベンチャー企
業を立ち上げたいと考えている。

豊田 正人
2014年生まれ／36歳（男性）

神戸出身で、自分もアウトドアが好き
で、将来子どもが生まれたときに自然
が多い地域で子育てをしたいと思い
長浜に移住。在宅でWEBデザイ
ナーをしながら、ハイキングやボルダ
リング、バス釣りなどを楽しんでいる。

青木 京子
1980生まれ／70歳（女性）

10年前に夫と死別して、それ以来
加田町で一人暮らしをしている。週
に何日かはパートに出たり、たまに
くる孫の世話をしたりしている。子
どもたちからプレゼントされたロボッ
トに助けてもらいながら生活してい
る。

川上 楓
2010年生まれ／40歳（女性）

普段は東京に住んでいるが、長浜
にも空き家を改装した家があり、二
拠点生活を楽しんでいる。通訳案
内士の仕事をしながら、滋賀県の
地域観光コンシェルジュも務める。
遠くから来た観光客を連れて南長
浜を案内するのが嬉しい。

河田 博
2005年生まれ／45歳（男性）

生まれ育った南長浜の集落で一
人暮らしをしている。勤務先の県
内メーカーが南長浜に建てた工場
で管理職として働いている。休日は
地域行事のボランティアや地元の
野球チームのコーチに積極的に参
加している。
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10～20代前半の大学生世代未来ペルソナ

向井 太郎
年齢： 19歳（2031年生まれ）
性別： 男性
出身： 長浜市鳥羽上町
家族構成： 父母実家暮らし
現住所： 長浜市鳥羽上町

将来像

• 自分のやりたいことが全力でできる環境に身を
置きたい。

• オンラインでの活動が主になっているからこそ、
家族や友人、仲間との対面のつながりや野外で
の活動を大切にしていきたい。

• 愛着のある地域に恩返しがしたい。

困りごと

• 大学で福祉について学んでいるが、就職を考え
た時に、AI、ロボットに対して、自分は何ができ
るか少し悩んでいる。

• 交通が不便なため、遠出しようとすると、かなり
大変。

• 親や祖父母の今後を考えると、もう少し医療機
関が充実している場所に住んだほうが良いのか
なと悩む。

• イベントや企画を考える際に、運営側と地域の
方の方向性が分かれることが度々あり、すり合
わせに苦労している。

日常生活

• 仕事1：京都にある大学で福祉関係を学ぶ一
年生。VR空間で授業が行われるため、平日は
家にいることが多い。

• 仕事2：地元の友人と起業し、地域の観光業を
盛り上げる事業に従事している。

• 休日：大学の友人たちとグランピングをしたり、
外で身体を動かすことが多い。

• 趣味：長浜の美味しいものを食べ歩いている。

楽しいこと

• 室内での活動時間が多く、外出する時間が少な
いので、家の外に出るとすぐに自然が目に入るこ
の街が好きだなと思う。

• 地域のイベント企画が上手くいくと、地域のみ
んなから感謝されるのは嬉しい。特に、近くに住
んでいる方々から対面で感謝されるとやって良
かったと思う。

• 小中高生の時に学校の「地域に関する授業」で
学んだ地域の繋がりを強く感じる活動に心を惹
かれ、現在の事業を行なっているが、学んだこ
とをしっかり体現できているなと嬉しく思う。

価値観

• 常に自然と共存していたい。（アナログ自然回
帰）

• 地域に貢献したいし、良さを外部に伝えたい。
（地域思考が強い）

• 新たなことにチャレンジし続けたい。
• 何事も信頼できる仲間と協力するべきだ。
• 今あるものをちゃんと（後世に）残す。
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70代の単身世代未来ペルソナ

青木京子
年齢： 70歳（1980年生まれ）
性別： 女性
出身： 長浜市加田町
家族構成： 単身世帯・ 
 夫と死別・ 
 子は県外
現住所： 長浜市加田町

将来像

• 長浜の良さを守り、引き継いでいきたい。特に自
然環境。

• 気張らず、自分のできる範囲でできることをやっ
て、それが結果的に誰かの役になっていたら嬉
しい。

困りごと

• 子ども達がたまに帰ってくるので、昔皆で暮らし
ていたままの間取りのまま、モノもあまり整理で
きないままとなってるのに困っている。

日常生活

• 夫は10歳上で、10年前に死別した。夫が死ん
でから落ち込んでいたけれど、だんだん落ち着
いてきた。

•  一人暮らしになってから、子ども達から介護機
能もある人型ロボットをプレゼントされた。まだ
介護は必要ないが、高いところのものが必要に
なった時や、力仕事が必要になった時に便利な
ので活用している。

• 子どもを産んで以降は専業主婦。まだまだ元気
なので、週に何日かはパートに出ているが、たまに
来る孫の世話が最優先。散歩や地域活動・ボラ
ンティア活動が人との交流の機会になっている。

楽しいこと

• 夫がいた頃は一緒に旅行するのが楽しみだっ
た。

• 昔から庭いじりが好きで、今は庭で野菜を育て
ている。自然が好きで、保全しなければという意
識もあり、地域でアシストスーツを装着しての
清掃や、森林管理をスマホで行うボランティア
に参加している。

• 子ども達は皆働いているが、テレワークでどこか
らでも働ける状態なので、よく孫を連れて遊び
に来てくれるのがありがたい。

価値観

• 生まれ故郷でもあり、お祭りや自治会にはでき
る限り参加している。子どもたちのために美しく
楽しい街を残したいと考えている。

• 長浜の好きなところは自然環境。湖から吹いて
くる風、広がる畑、それを見て夫と過ごした時間
に思いを馳せている。南長浜で開発が進んだエ
リアもあって便利だけど、幸運なことに自分に
とっての長浜の原風景は残されていて、ずっと
このままであって欲しいと思っている。
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30代～40代の子育て世代未来ペルソナ

斎藤 湊
年齢： 35歳（2015年生まれ）
性別： 男性
出身： 長浜市加田今町
家族構成： 妻…35歳、 
 娘…3歳
現住所： 長浜市室町

困りごと

• 子どもが少ないため、保育園や学校の数が絞ら
れており、家から遠い。

• 社会保障は減少しているので、病気になると負
担が大きい。

• カーボンニュートラル・ネイチャーポジティブの
浸透により、生活者としても消費抑制や、地産
地消、サービス利用ではなく地域での助け合い
が年々必要に。助け合うのはまだ慣れない。助
けてもらった恩返しが常に念頭にあったり、地
域の人からの目がたまにつらい。

楽しいこと

• 娘の保育園の送り迎えや、通勤中に南長浜の
山 を々見て季節を感じること。

• 娘と遊ぶこと。
• 子どもたちと琵琶湖や山で遊ぶこと。

価値観

• 自然を感じていたい。メタバースが一般的になっ
ているからこそ、身体性を感じさせてくれる自然
が一層好き。

• 地域に貢献したい（父親の姿を見て）。
• 家族が大切。子どもは幸せに生きてほしい。
• 今を大切にする（災害が多いため）。
• 消費するよりも、生み出していたい。
• 自分の生活によって、他国・他地域・次世代の
人に苦労をかけたくない。

日常生活

• 仕事：大阪にあるIT関連企業の会社員。ほぼ
在宅勤務出社時は公共交通機関で移動。

• 休日：土日は、基本、家族と長浜市内で遊ぶ（ハ
イキング、黒壁スクエア）、時々、京都や彦根な
ど近郊に遠出（公共機関、カーシェア）。週休３
日のうち１日は、琵琶湖を中心とした環境保全
を目的とした地域コミュニティに所属している。
最近は、自然と絡めた保育留学等のイベント企
画などをしている（まちづくりセンターを活動拠
点にしている）。

• 趣味：子どもたちと琵琶湖や近隣の山に生息す
る生き物を見つけること

将来像

• まちへの貢献、まちづくりの一環として、地域の
人が助け合いやすくなる仕組みができるとよい。
気負いすぎずに助け合えるようなまちにしたい。

• 家族、親戚、地域の仲間といつまでも楽しく暮
らしていたい。
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二拠点居住者未来ペルソナ

川上 楓
年齢： 40歳（2010年生まれ）
性別： 女性
出身： 神奈川県横浜市
家族構成： 夫…35歳
現住所： 東京都品川区

困りごと

• 観光として魅せる部分がある程度の距離を持っ
て点在しており、どのようにつなげていくのかと
いうことがまだ悩んでいる。

• 南長浜エリアに住む人々の目線から地域の魅
力を紹介して行きたいが、地元の人と繋がる機
会が少ない。

• 実際に農作業を体験できたり、地域において観
光客の人が一緒になって取り組めるイベントが
あればいいと思うが、観光客はお客様という認
識で受け身の体験になっているのが勿体無い。

• 来訪者に対して、自身の街を誇らしく語れる人
がもっと増えてほしいと思っている。

楽しいこと

• （長浜・南長浜エリアに来訪するきっかけ）京都
に旅行客を案内した際、日帰りで行けるところ
はないかと聞かれ、長浜に訪れたことがきっか
け。そのときは、金太郎相撲などのイベントを案
内した。

• 棚田になっている蓮の花畑を見ることが好きだ
し、多くの観光客をそこに案内している。

• 自転車を借りて、観光客の人とサイクリングす
ることが好き。日本の田舎を“beautiful”と言っ
てもらうことに地元の人と同じくらいの誇りを感
じている。

価値観

• 出身地や現在住んでいる町では祭りが少なかっ
たので地方の祭りへの憧れがある。

• 特に、長浜の曳山祭は壮大で惹かれるものが
あった。

• 親戚も都市部に住んでいることが多く、日本の
原風景がビルで囲まれた町であり、自然や古き
良き日本に対する興味関心がある。

• 伝統、文化、歴史を大切にし様 な々人にその魅
力を知ってもらうべきだ。

• 地域の伝統などは地域の人たちの手で守って
いくべきだ。

日常生活

• 仕事：有資格の全国通訳案内士でありながら、
滋賀県の地域観光コンシェルジュ（観光客の
ニーズに合わせて観光先・行程等を提案する
人）でもある。AIの発達により言語の壁が取り
払われつつあるものの、地域の文化や歴史を現
地で生活している人の目線から再編集して伝え
るという独自の方法論を持ちながら「心がふれ
あう観光」をモットーに仕事に励んでいる。

• 休日：夫と犬の散歩で公園に出かける。現住所
は東京都だが、長浜の空き家を使ったに拠点
生活もしている。

• 趣味：英文学や歴史

将来像

• 夫と将来的にはスローライフを楽しめるちょうど
いい田舎に移住したい。

• 犬の散歩が夫とのコミュニケーションが密に取
れる時間で、地方に移住したとしても大切にし
て行きたい。
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30代の移住者夫婦2人世帯未来ペルソナ

豊田 正人
年齢： 36歳（2014年生まれ）
性別： 男性
出身： 兵庫県神戸市
家族構成： 妻…32歳
現住所： 長浜市勝町

困りごと

• これからも自然と触れ合える環境で、妻と、願わ
くば子ども2人くらいを授かって楽しく暮らして
いきたい。

• 子どもは、自然豊かな環境でのびのびと過ごし
て、感受性豊かな子どもに育ってほしい。

• 現在は全てネットで完結してしまう時代なので、
子どもにはできるだけ地域のイベントに参加し
てもらって、学校とか以外でもいろいろな経験
を積んでほしい。

楽しいこと

• WEBデザインでアイディアが沸かなかったり、
デスクに向かい過ぎて疲れたりしたときが、散
歩に出ることが多い。その際、家からちょっと歩
くだけで、川があったり田んぼの横の畦道があっ
たり、自然とすぐに触れ合えるのが楽しい。

• また、夜に星空を見ながら散歩するのも楽しく、
週に何日か、運動も兼ねて妻とウォーキングし
ている。

• 南長浜は地域活動も充実しており、リモート
ワークが多い生活柄、リアルでの接点が多いこ
とも楽しい。

価値観

• 自然・アウトドアが好きで、なるべく自然と共生
できるような働き方をしたいと常々考えている。

• 仕事で長浜を訪れた際、山や川、湖などに日常
的に触れ合える良い環境だと感じた。また、
ちょっと中心部に出れば、衣食住に困らない点
も魅力。

• これから子どもを授かりたいと計画中。自然が
多い地域でのびのび育てようと思っており、2年
前に長浜に移住。保育園や幼稚園も園庭が広
くて良さそうだと感じている。

日常生活

• 仕事：WEBデザイナー。平日は在宅勤務中心。
たまにクライアントのところへ赴く程度。

• 趣味：アウトドアが好きで、ハイキング、ボルダリ
ング、フィッシング（琵琶湖でのバス釣り）をして
過ごすことが多い。

• 休日の過ごし方：ボルダリング、ハイキング、フィッ
シングなどで過ごす以外は、地域のボランティ
ア活動やコミュニティ活動に従事。さっとイラス
トを起こしたりできるので、地域活動のチラシ製
作等で街の人から重宝されているのが意外と嬉
しい 将来像

• 電車が不便な点がややネックに感じている。大
阪まで行こうとすると、ちょっとした小旅行気分
になる。ただ日常の移動は自動運転の普及も
あって特に困ることはない。

• 子どもを設けることを考えると、産婦人科が少
ない点はやや不安に思っている。また、子ども
の遊び場があまり見当たらない点が懸念。公園
は多いが遊具はあまり置かれていない。

• 教育機関も少ないので、子どもがもっと大きく
なったら、教育環境は心配。もし利発な子ども
だったら、偏差値の高い学校に通わせてやりた
いが、市外通学となると通学が大変そうだと感
じている。
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柴 拓実
年齢： 32歳（2018年生）
性別： 男性
出身： 長浜市鳥羽上町
家族構成： 妻…33歳、子…3歳、 
 父…65歳、母…60歳 
 ペット（犬）…2歳
現住所： 長浜市髙橋町

楽しいこと

• 仕事終わりのマリンスポーツや、たまの週末に
家族や友人と楽しむ里山デイキャンプ。

• 自分で育てた作物を収穫し、料理をすること。
• 家族とのゆったりとした時間。
• 地域行事に参加し、多くの人と関わりを持つこと。

価値観

• メタバース空間でのやり取りが日常となり、また、
AI等の普及で生活の大部分が自動化されたこ
とで、現実世界における人との関わり合いが薄
くなったが、他者や自然との関わり、多少不便
でも手間のかかる生活が大切だと考えている。

• 仕事柄、自然や農業、再生エネルギーに強い関
心があり、できる限り自然は残しつつもメリハリ
のある土地開発が必要と考えている。

• 家族が何よりも大切。（Uターンを決めた一因
も、医療・福祉・教育等の都市機能と自然のバ
ランスが良く、子育てや介護に最適と感じたた
め。）

困りごと

• 子どもが安全にボール遊びできる公園がない。
• 慣れ親しんだ南長浜で、企業拡大や独立を考
えているが、土地の規制があって思うように進
まない。

• 人口減少により地域活動のメンバーが不足して
いる。

• 電気代が高騰し続けており町内の再生エネル
ギー施設を増やしたいが、いよいよ設置場所が
なくなってきた。

将来像

• 自然環境や景観と調和がとれた多くの企業が
南長浜に立地し、切磋琢磨して企業が展開す
る“まち”になればいいと考えている。

• 将来的には自分でベンチャー企業を立ち上げ
独立したい。

• 孫の代（３世代）までが同じ敷地もしくは隣り
合って暮らすようなアメリカンファミリーを夢見
ている。

日常生活

• バイオ大学修士課程修了後、一旦は大阪の会
社に就職するも、先輩に誘われバイオ技術に関
するベンチャー企業に再就職。

• 琵琶湖や山から近く、自然を感じながら仕事が
できることからストレスはあまり感じていない。

• リカレント教育プログラムで農業を学んだ両親
と共に、副業として地元の農業会社で農業機械
の操縦やメンテナンスを外国人移住者に教えて
いる。

• 家族２世帯で暮らすことにより生活を維持して
いる。
※円の価値が低下するなど社会情勢が原因で生活が
厳しい状況。夫婦共働き、両親の助力（家事、年金、子
守り）により安定している。

30代の二世帯同居・子育て世代未来ペルソナ
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単身40代未来ペルソナ

河田 博
年齢： 45歳（2005年生）
性別： 男性
出身： 長浜市名越町
家族構成： 独身
現住所： 長浜市名越町

困りごと

• 恐らく結婚の機会はなく、これからも独身生活
が続くと思うが、ボケないようにアクティブに過
ごしていきたい。

• 引き続き、単身ならではのフットワークの良さを
生かして、地域団体や催事に積極的に参加し
て楽しんでいきたい。

• 気が付いたら、長浜も外国出身の方が増えた。
これからも長浜の自然が多いところ、のんびりと
したところなどの良い点を外国の人にもご理解
いただき、多文化共生が当たり前になった2050

年の社会でも、地域の良さが維持できる地域で
あってほしい。

楽しいこと

• 休日にのんびり釣りをしたり、ハイキングをした
りして、自分の時間を思いのままに過ごすのが
楽しい。

• 独身生活だが、地域の行事が充実しており、ス
ポーツ団（2050年は少年だけでは存続できな
くなり、中年や外国人が主体）や地域の祭事を
通じて、地域の人と緩やかなつながりを感じる
とともに、自分を必要としてくれていると感じる
ときが嬉しい。

• そうした活動を通じて、異文化の人に異なる文
化を教えて貰うのが秘かな楽しみ。

価値観

• 基本的に自分のペースを乱されたくなく、自分
のライフスタイルを優先してきた結果、特に不
自由を感じることもなく、独身生活が続いてい
る。

• あくせくせず、のんびりと暮らすのが好き。長浜
は文化・風土、そしてそこで暮らす人ものんびり
した雰囲気であり、自分の好みに合致。これか
らも長浜でのんびりと暮らしていきたいと考えて
いる。

日常生活

• 仕事：栗東市の電機メーカー勤務。大学卒業
後に地元で就職。仕事一筋に打ち込み、現在
は中間管理職として奮闘中。近頃の部下は外
国人の方が多く、多文化マネジメントに奮闘中。

• 趣味：単身で楽しめることが趣味で、ハイキング
や釣りに行くことが多い。

• 休日の過ごし方：予定がない日はハイキングや
釣りに行くことが多い。地域行事があるときは、
地元のスポーツ団のコーチ（野球）などのボラン
ティア活動にも積極的に参加して交流を楽しん
でいる。

将来像

• ドローン宅配を使えば衣食には困らないし、
ちょっと郊外に出ようとしたときに、自動運転も
あるし、新幹線でもアクセスが良いので、いまの
ところ困っていない。しかし、改めて考えてみる
と、将来的に独身生活が続いた際に、介助・介
護が必要になった時を思うと、周辺の十分な病
院や介護施設がないと困るかもしれない。

• 中高年や外国人の参加により、地域行事やス
ポーツ団は存続しているが、地域のスポーツ施
設や行政施設が集約化されてしまい、場所に
よっては非常に遠出になる点が困っている。最
近はVR参加にも関心が出てきた。
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くらし系

担い手系 市民参加系 関係人口系

しごと系

地域文化系

自然系

市民活動の目的となる

＃人工資本

学びの施設

＃人的資本

地域の担い手
＃社会関係資本

市民の精神

＃自然資本

地域に関係する象徴的自然

＃社会関係資本

地域文化
＃人工資本

交通関連のインフラ

＃人工資本

便利な店舗

＃人的資本

地域PRできる人

＃人的資本

地域外の関係者

＃人工資本

仕事ができる場所
＃人工資本

医療・福祉施設
＃人工資本

ビジネス拠点

＃人工資本

観光のための施設

＃人工資本

人が集まる場
＃社会関係資本

関係人口創出のための機会
＃自然資本

地域にある自然や景観
＃社会関係資本

制度

＃人工資本

神社仏閣

＃人的資本

教育 ＃社会関係資本

市民活動の枠組

����年 南長浜 エコシステムマップ

破線：
新たなモノ・コト

実線：
今あるモノ・コト

矢印：
モノ・コトが
モノ・コトに与える価値

歴史（後鳥羽上皇）信仰（背景の理解）長浜曳山祭

神社仏閣

外国人がこの地域を
学べる関われる場所

森の中の幼稚園デジタル技術を
学べる場所

地域文化の担い手農業従事者長浜青年会議所
商工会議所青年部

祭り
ボランティアガイド

若者（��代）介護支援の
マンパワー

大学での教育高校での教育
（長浜農業高校）

伊吹山琵琶湖里山（神田山、
田村山、四面山）

街路樹
（長浜新川沿いの

  桜など）

自然を感じる景観
（山や夕日など）

田畑溜池（神田溜、常喜溜）

豊公園まちづくりセンター人が集まれる場所
（琵琶湖周辺等）

既存施設を活用した
集まれる場所

チャレンジする人が
集まれる場所・機会

人や文化を確立する
場所・機会

バイオマス事業支援不妊治療制度の拡充

ベンチャー企業への
支援

自然を保全する
ためのルール・技術

学校のイベント
（小学校のうみのこ高校

の販売イベントなど）

自治会イベント
（地蔵盆、おこないなど）

自治会活動
（子どもの送迎など）

環境保全
コミュニティ

神田スマートIC（仮称鉄道や駅（田村駅）綺麗で広い道

人と交流できる
交通手段

（シェアライド）

自然と調和した
交通手段

移動手段安心かつ美しい
景色が見れる道

新しい移動手段
（シェア、自動運転）

程よく便利なお店

自然をPRする人や
活動

南長浜の自然の
ファン（市内外）

市外から来た新たな
地域の担い手

ポジション
（CPP シビック

プライドP）

都会の人と
関係人口を増やす

外の人が祭りに
関わる仕組み

コワーキングスペース自然を感じながら
仕事ができる場所

デジタル環境の拡充
（WI-FIなど）

ベンチャー企業の
オフィス

（空き家の提供）

介護施設病院（市立長浜病院、
長浜赤十字病院）

自然×教育
ビジネスができる
場所

長浜サイエンス
パーク

チャレンジする人が
集まる場所・機会

マリンスポーツ
レンタル場

宿泊施設
あるいホームステイ

黒壁スクエア

若者が
暮らしやすい街

市外の人に地域の
良さを伝える機会

シビックプライド商売人の三方良しの
精神

人のつながりの深さ

新しいことに
チャレンジする風土

シニアが社会貢献
できる機会

街の明確な
コンセプト

向井 太郎 
��歳

斎藤 湊 
��歳

川上 楓 
��歳

柴 拓実
��歳

河田 博
��歳

豊田 正人
��歳

青木 京子
��歳

景観をつくる
地域の自然を
維持する

地域文化を維持する

人の繋がり・市民参加の
風土を醸成する

市民活動の
枠組を成り立たせる

地域文化を維持する

医療・福祉を成り立たせる

医療・福祉を
充実させる

ビジネスを充実させる

スキルを提供する

地域に惹かれる
理由となる

地域に惹かれる理由となる

関係を持つ
きっかけをつくる

自然を維持する

市民活動の結果

市民活動の
目的となる

自然を維持する

地域文化の背景となる

地域にアクセス
しやすくする

地域外の関係者を増やす

地域に惹かれる理由となる

活動を支援する

担い手となれる
ようにする

教育する場を提供する

地域の人を助ける

4 未来エコシステムマップ 2050年の南長浜地域の姿（社会構造）を、図形化してまとめました。
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ライフスタイル
南長浜地域の特長は、集落におけるおだやかで豊か
な生活が残されている点です。今後テクノロジーや
モビリティが整備されることで、この豊かさを残した
まま、利便性が高いライフスタイルを実現することが
できます。地域の子育てファミリーから高齢者、関係
人口来訪者まで多様な人々がウェルビーイングでサ
ステナブルな生活を送ることができるようになりま
す。地域内の大規模集落では、車の移動に頼らない
ウォーカブルな生活を実現することができます。 

「まじわり、未来がそだつまち」という 

まちづくりコンセプトを実現するために、 
３つの重点テーマがあります。

このテーマは行政の組織や民間企業の 

業種を超えた領域横断的なテーマであり、 
それぞれの地域資源が相互に関係し合うことで 

新しい価値を生み出すものです。

テーマにおける小さな実践が、 
幾度も重なって大きなインパクトに 

つながっていくことを狙います。

1 まちづくりの方針
ゲートウェイ

南長浜地域の最大の特長の一つはJR田村駅、東
海道新幹線米原駅からのアクセス、新設の（仮称）神
田スマートICによる交通利便性にあります。南長浜
地域は、交通利便性を活かして、人の往来の入口
（ゲートウェイ）となる可能性を持ちます。観光客や
二拠点居住者などの関係人口は、ゲートウェイであ
る南長浜を経由して長浜に流入します。こうした特
長を生かすことで、南長浜地域は、関係人口と地域
住民が交流する場所となります。 

インキュベーション
南長浜地域は、交通利便性を活かした産業振興の
拠点として高いポテンシャルを持っています。（仮称）
神田スマートIC による物流利便性を活かして、企業
の生産拠点を誘致することができます。田村駅や米
原駅からのアクセスを活かしたアントレプレナーの
事業拠点の整備が期待できます。長浜バイオ大学や
長浜農業高校などの教育・研究機関との産学連携
の事業創造や、地域の農業や医療施設と連携した
食・農・健康領域のビジネスの可能性があります。 

25南 長 浜まちづくりビジョン for 2050
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2 2050年の南長浜地域 全体イメージパース
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市立長浜病院

神田PA

北
陸
本
線

北
陸
自
動
車
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JR田村駅 東海道
新幹線

国
道
8
号
線

3 全体ゾーニング
南長浜地域では、エリアごとに異なる特長や都市アセットがあります。 
それらの価値を引き出して活かせるようにゾーニングを設定しました。

田村駅周辺は駅を活用して、地
域住民と交流人口が交流する
ための 内外交流ゾーン として
位置づけます。 

（仮称）神田スマートIC周辺のエリアは、スマートIC

の交通利便性を活かし、地域内外からの誘客によっ
て賑わいを生む SIC活用ゾーン となります。 

東側の山側に点在する比較的小
規模な集落のエリアは、中山間地
域の特性を活かした自然と共生す
る 地域ネットワークコミュニティ
ゾーン となります。 

さいかち浜をはじめとした一帯
の湖岸エリアは、駅からのアク
セスもよいアウトドア・アクティ
ビティの リラックスパークゾー
ン となります。 

産業団地の北側の国道沿いの
エリアは幹線道路からのアクセ
スを活かした商業系機能を中心
とした 産業ゾーン となります。 

田村駅と（仮称）神田スマートICの中間の
エリアは交通利便性を活用した産業団地
が位置する 産業ゾーン となります。 

既存の病院や老人福祉施設が
あるエリアは、健康志向な生活
が期待できる メディカルゾーン
として位置づけられます。 2つの規模の大きな集落のエリア

は、人口集積度が比較的高い集
落の特性を活かした 地域共生コ
ミュニティゾーン となります。 

リラックスパークゾーン
内外交流ゾーン

メディカルゾーン

SIC活用ゾーン

地域ネットワークコミュニティゾーン
地域共生コミュニティゾーン

産業ゾーン
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リラックスパークゾーン

リラックスパークゾーンは、田村
駅や駐車場からのアクセスの利
便性や琵琶湖岸の好立地を活か
して、アクティビティ等様々な体
験やサービスが提供される公共
空間や商業空間で構成されま
す。

#4 まちづくりの展開
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リラックスパークゾーン

田村山では琵琶湖の眺望を楽しみながら食事や休憩を取
ることができます。必要な食材は田村駅周辺のドローンス
テーションから運ばれてきます。

田村駅を降りて、田村山までの程よい距離のハイキングを
楽しむことができます。近隣住民だけではなく、ちょっとし
た観光スポットとして田村駅を利用して人々が訪れるよう
になります。

田村山の眺望を活かした商業活動

将来の姿、活動展開

琵琶湖岸を活かした 
レイクアクティビティ
湖岸のオープンスペースを活用して、琵琶湖のアクティビ
ティを楽しむことができます。レイクスポーツを行ったり、琵
琶湖の環境を活かした学習体験などが行われたりします。 

JR田村駅や駐車場からすぐに琵琶湖にアクセスすることが
できたり、飲食店などで食事や休憩を取ることができたりし
ます。

若者世代 子育て世代 観光客ターゲットプレイヤー

向井 太郎
19歳／大学生

アウトドアアクティビティが大好きな大学生の向
井さんは、大学の友人を誘って湖岸のパークで
友達と遊ぶことを楽しみにしています。 

斎藤 湊
35歳／子育て世代

斎藤さんは、休日になると3歳の娘と一緒に田村
山を遊びに行きます。山頂のカフェで娘と一緒
に飲むコーヒーは格別です。この景色が娘の代
まで守り続けられるとよいと考えています。

#4 まちづくりの展開
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内外交流ゾーン

内外交流ゾーンは、長浜の玄関
口として地域住民や市内の企業
と関係人口が交流したり、新しい
ビジネスが生まれたりするゾーン
です。田村駅からのアクセスや既
存の施設を活かして、地域の人々
や企業と、観光で訪れた人や二
拠点生活をしている人などが交
流し、新しいアイデアに触れ、新
たな活動やビジネスが創出されま
す。仕事やプロジェクトの活動拠
点や地域物産の販売拠点、地域
の住民と地域外（市外）からの来
訪者が交流を促進する場所や仕
組み、駅周辺のインフラが整備さ
れます。 

#4 まちづくりの展開
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内外交流ゾーン

リラックスパークゾーンと隣接するエリアでは
地域の資源を活用したイベントが開催されます。
文化活動やアート、スポーツ、ビジネス関連な
ど多様なテーマのイベントを通じた交流が行わ
れます。 広場やイベントステージ等の開放的
な空間に多くの人が集います。地域の人々だけ
ではなく、近隣市町や、京阪神圏、中京圏から
も多くの人が訪れます。 

リラックスパークゾーンと 
隣接するイベントパーク 

バイオ大学に関連した施設には新しい産業のプロトタイ
プを推進するインキュベーションハブが設けられていま
す。ここでは新しいアイデアやビジネスに触れて自分のビ
ジネスを育て、検証することできます。 

インキュベーションハブには宿泊施設もあり、滞在しなが
ら組織や業種の垣根を超えて新たな産業を創出できま
す。また、施設内の飲食店や店舗では、食や健康、農業
関連の新事業の成果物が提供されます。 

インキュベーションハブで 
次世代型産業の実証実験 

将来の姿、活動展開

駅近立地のコワーキングスペースで仕事 
びわ湖の眺望や自然を感じられるコワーキングスペースで、仕事
やプロジェクトを行うことができます。 

リモートワークで働く人や二拠点生活をしている人のオフィスス
ペースとして活用されます。湖岸の眺めもよく、休憩時にはリラッ
クスパークゾーンで散歩したり、食事を取ることもできます。 

田村駅や駐車場にも近いため、打合せやワークショップなどで外
からくる人もアクセスしやすい立地です。 

大学やインキュベーションセンターなど、既存施設を活
用した地域内外の交流が行われます。 

それぞれの施設の中には地域内外の人々が使えるコワー
キングスペースやミーティングスペースが充実していて、
市民活動の拠点となります。 

既存施設のスペースを活用した 
地域内外の交流 

田村駅やスマートICを利用して平日、休日問わず、多くの
人々がそれぞれのプロジェクトを行うために集まります。 
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内外交流ゾーン 内外交流ゾーン

二拠点居住者 起業家移住者ターゲットプレイヤー

将来の姿、活動展開

田村駅前では食・健康・農を通じた人々の交流が活性化しています。 

地域の人 と々通勤通学で駅を使う人が共同して駅前のコミュニティ農園
で農作物を育てます。

こうした活動の中から、本格的に健康と食をテーマにしたコミュニティビ
ジネスを立ち上げる人も生まれます。インキュベーションハブとの活動と
もつながり、市民発のベンチャーが継続的に立ち上がります。 

食・健康・農をテーマとしたコミュニティ 

田村山におけるヤマトサンショウウオの保護活動 
田村山では長浜バイオ大学と地域の住民が協力してヤマトサンショウウ
オの保護活動が世代を越えて行われています。 

活動の広がりは市外からの注目を集め、このゾーンを訪れる訪問者が田
村山まで足を伸ばすきっかけにもなります。 

田村駅と国道8号線の間の地域は、駅近と施設集積の好立地を生かした
住宅地が整備され、内外交流ゾーンや産業ゾーンで働く人や、この地域
の豊かな自然に惹かれた人が地域内外から集まっています。 

利便性の高い立地を生かした住宅地の形成 

斎藤 湊
35歳／子育て世代

普段は在宅勤務ですが、時々大阪のオフィスに出社するとき
は田村駅を使って通勤しています。 
通勤途中に駅前で目にしたアグリコミュニティに参加して、普
段は接点のなかった地域の人 と々仲良くなることができました。
もともと環境ビジネスに興味があったので、ここでつながった
仲間と農業関連ビジネスを始めてみようと思っています。 

豊田 正人
36歳／移住者・夫婦2人世帯

普段駅前のコワーキングスペースで仕事をしていて、休
日はイベントパークのイベントに参加したりしています。 
イベントで仲良くなった人がインキュベーションハブのこ
とを教えてくれました。インキュベーションハブで実証実
験に参加したスタートアップがWEBデザイナーを探して
いるということで、副業で手伝うことになりました。 

子育て世代
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産業ゾーン 

産業ゾーンは、産業団地と幹線
道路沿い商業施設で構成される
仕事と買物ゾーンです。（仮称）
神田 スマートIC からのアクセス
を活用した産業団地は、地域企
業と市外企業によって生まれた
新しい産業が製品を量産する拠
点になります。幹線道路沿いに
は、市内外から若者が集まる商
業施設があり、地域で生まれた産
品や、地域発スタートアップの製
品が提供されます。 
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産業ゾーン 

将来の姿、活動展開

地域企業のシンボリックな製品の生産 
産業団地では、バイオ関連、健康医療やスポーツ関連、農業関連や発酵食品
関連などをテーマにした未来を象徴する先端的な製品の量産が行われます。

こうした企業は南長浜の交通利便性や環境適応性、周囲にある大学などとの
連携可能性に注目してこのエリアで新たな事業展開を行っています。

地域の企業も連携した場所になることで、地域にオープンな産業ゾーンとな
り、地域内の様々な活動の循環を生み出すことができています。 

幹線道路沿いの商業施設では、地域の生活利
便性向上に資する店舗の出店だけではなく、近
隣で生まれたスタートアップ企業や市民による
コミュニティビジネスも出店します。 

市民と企業が共同する 
参加型商業施設

インキュベーションハブで生まれたスタートアップ
企業が、この地域の生産物を生かし、産業ゾーン
内の生産設備で製品を生産し、商業施設内で販
売を行うことができるという一連のバリューチェーン
が整備されているのが南長浜の特長にもなります。 

職場となる産業ゾーンと他のゾーンを周回
するモビリティが整備されます。公共交通
に加えて、ライドシェアや自動運転バスな
ど新しいモビリティが活躍します。 

モビリティを利用することで、自家用車に
依存しない環境に適応した移動を実現し
ます。また、市民が仕事や買い物などを不
自由なく行うことができるようになります。 

産業ゾーンと他のゾーンを 
周回するモビリティ 

#4 まちづくりの展開

起業家地域ワーカー ターゲットプレイヤー

河田 博
45歳／単身世帯

県内の電機メーカーに勤務しています。大学卒
業後に就職した企業が、南長浜の産業ゾーンに
新しい工場をつくり、地元ということもあり、希望
して異動してきました。この工場では、ヘルスケ
ア関連の新規事業に挑戦しています。工場には
地元の小中学生も見学に来ることも多く地元に
開かれた工場になっています。 
普段は、住まいがある名越町から自動運転バス
に乗って通勤しています。帰りに地域共生コミュ
ニティゾーンにあるお店で買物して帰れるため
便利です。

柴 拓実
32歳／2世帯同居・子育て世代

勤め先であるバイオベンチャーがインキュベー
ションハブで農業関連の新規事業のプロトタイ
プを開発したため、現在は量産に向けて産業
ゾーン内の新しい生産設備に通っています。地
元の農家さんとも協業し、将来的にはこの技術
を使って生産された農作物を参加型商業施設
で販売する予定です。 
こうした取組みを通じて地域にも知り合いが増え
てきたので、近い将来こうした仲間と一緒に起業
しようと考えています。インキュベーションハブや
生産設備、商業施設など地域内で起業のエコシ
ステムが完結していることが何よりも魅力です。 
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SIC活用ゾーン

SIC活用ゾーンは、 （仮称）神田
スマート IC 付近の交通利便性
を最大限活用したモノと人の交
流ゾーンです。京阪神圏や中京
圏からの関係人口が集まり、短期
滞在からここを起点にした市内周
遊まで、来訪者のゲートウェイと
なります。　
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SIC活用ゾーン 

将来の姿、活動展開

高速道路利用者が短時間で
立ち寄れる集客施設
パーキングエリアの隣に、高速道路利用者と地域住民
が利用できる温浴施設などの集客施設が設けられま
す。多くの人々がこの施設を目指して来訪する目的型
の施設になります。 

集客施設の一部にはコワーキングスペースが設けられ
ます。高速道路経由で南長浜に訪れる来訪者は、パー
キングエリア到着後すぐにコワーキングスペースで仕
事を始めることができます。休憩時には、徒歩圏で行
ける集客施設内の飲食店で食事をしたり、温浴施設
で疲れを癒やすことがしたりできます。 

産業適地としての土地利用
（仮称）神田スマートICに直結する立地特性を活かし
て、地域の活性化につながる企業が進出し、地域にお
ける雇用が創出されます。 

観光客 短時間滞在者ビジネス来訪客ターゲットプレイヤー 二拠点居住者 

#4 まちづくりの展開

加田町に二拠点居住があり、仕事をする時はSIC活用ゾーンの
コワーキングスペースに徒歩で行きます。食事をする場所や温
浴施設もあるので、リラックスしながら効率よく仕事をすることが
でき、南長浜ならではのワークスタイルにとても満足しています。
田村駅前のスペースで仕事仲間との飲み会がある時は、共同モ
ビリティを使って移動します。南長浜内をオンデマンド自動運転
で運行しているため、ニーズにあわせた移動が可能です。 

川上 楓
40歳／二拠点居住者

豊田 正人
36歳／移住者・夫婦2人世帯

勝町の自宅でリモートワークメインでWEBデザイナーの仕事をしている豊田さ
んのお気に入りは、気分転換にSIC活用ゾーンのコワーキングスペースに立ち寄
ることです。ここに来ると同じようにリモートワークで仕事をしている仲間と会うこ
とができ、ちょっとした立ち話が仕事のインスピレーションになります。 
滋賀県南部からメーカーのクライアントに車でコワーキングスペースまで来ても
らって打合せすることもあります。県内でも有名になってきた高速道路併設の温
浴施設があるのでそれを目当てにクライアントがやって来るようになりました。 
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メディカルゾーンは、地域内に点
在する既存の病院や老人福祉施
設と連携してウェルビーイングな
生活を実現するゾーンです。地
域で生まれたスタートアップや地
域内外の企業が、地域内にある
市立長浜病院や老人福祉施設
と連携して、ウェルビーイングの
ビジネスを生み出します。地域内
の山や河川を活用したトレッキン
グやウォーキングも活発になり、
ウェルネスからヘルスケアまでが
ワンストップで実現する場所にな
ります。 

#4 まちづくりの展開

メディカルゾーン
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メディカルゾーン

将来の姿、活動展開

地域住民にも古くから親しまれた田村山、神田山、足柄山といった低山に
おいてトレッキングルートが整備され、カジュアルなハイキングのために
多くの人が集まる場所になります。 

市立長浜病院近くの長浜新川沿いの道もウォーキングルートとして整備
され、病院と連携したウェルネスプログラムが展開されます。 

介護施設入居の高齢者から子どもまで、様々な世代に開かれた場所にな
ります。

エリア内の自然環境を活かした 
ネイチャーウェルビーイングパーク

インキュベーションハブでは様々なニーズに応じた健康食が開発され、こ
れらの製品がプロトタイプとしてメディカルゾーンにある医療福祉施設で
提供されます。 

メディカルゾーンにおける提供を通じて、ニーズの聴取が可能になり、イ
ンキュベーションハブにおける事業開発を加速します。 

メディカルゾーンの医療福祉施設では、インキュベーションハブで開発さ
れた最先端のウェルビーイングサービスの提供を受けることができます。

地域内起業で生まれた食・農・健康領域の 
新しいサービスが試行される場 起業家 高齢者ターゲットプレイヤー

加田町から歩いて行ける神田山にトレッキングコースができたので、
時間ができると歩いて往復しています。地域の人や観光客の人た
ちもたくさん来ていて、顔見知りの常連さんも増えてきました。 
住まいがある加田町から地域モビリティを使って長浜病院に通院
しています。病院の待ち時間に長浜新川沿いのウォーキングルー
トを往復するのが日課です。おかげで、足腰はまだまだ元気です。 

青木 京子
70歳／単身世帯

柴 拓実
32歳／２世帯同居・子育て世代

勤務先のバイオベンチャーがインキュベーションハ
ブで開発している農業技術を使って生産された農
作物を使った健康食をメディカルゾーンの医療福
祉施設で提供しています。 
製品に関する感想や意見をすぐにもらうことができ
るので、ビジネス開発の大きな参考になります。 

子育て世代
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地域共生コミュニティゾーンは、大規模
集落の人口集積を活かして、地域文化
と最先端の生活が両立する新しいライ
フスタイルが実践されるゾーンです。こ
の地域には、一定規模の集落があり、そ
こでは地域の生活を支える商店や飲食
店がお店を構えています。地域の住民
は、徒歩圏内にあるこれらのお店を利用
することで、車に依存しない生活を送る
ことができます。これらのお店は地域の
魅力を発見・編集する役割を担ってい
て、地域の外からこれらのお店発の商品
や食を目的にこのゾーンを訪れるきっか
けとなります。
また、民間事業者と協力して移動店舗
を中心とした買い物支援を行うとともに、
地域住民の交流の場や見守り活動にも
つながった地域共生社会が構築されて
います。

地域共生コミュニティゾーン
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地域共生コミュニティゾーン

将来の姿、活動展開

地域住民と産業団地のワーカーのための地域食堂
地域共生コミュニティゾーンと産業ゾーンの接続地点には、住民と産業ゾー
ンで働くワーカーが共同で使う地域の食堂があります。住民は、日常的な食
事をこの食堂で取ることができます。産業ゾーンのワーカーのための共同社
食としての役割もあります。

大きなキッチンがあるため、お弁当や仕出しにも対応しています。家から出に
くい高齢世帯には地域の食材を使った健康的なお弁当の配送を行います。地
域の行事やお祭りでは宴会のための食事を提供しているなど、食で地域のコ
ミュニティを支える拠点となります。

ウォーカブルな範囲にあるライフスタイルストア
ゾーン内には食材や日用品を扱う街の食料品店が設けられます。地域住民が歩
いて訪れることができる距離にあるため、車移動ができない高齢者や若年層の
方 も々活用できる、多様な人々に対して開かれたお店となります。

お店の一角には、人々が集うカフェが併設され、ランチや飲み物が提供されます。
ここに来ると誰かに会うことができるコミュニティの拠点となります。

このお店では、南長浜や長浜市全域から集められた地元の食材や加工食品が
取り扱われます。地元の食材を目当てに観光客も訪れ、地域内外に多くのファ
ンを持つお店になります。

このお店では量り売りや容器の回収が徹底され、地域のサーキュラーエコノミー
の拠点となります。お店で販売されているお弁当はリユース容器を使って提供
され、併設のコンポストで地域で使われる堆肥づくりに貢献します。

ターゲットプレイヤー

東京と長浜の二拠点をしていて、長浜の家は加田町にありま
す。長浜でありながら、徒歩圏に買い物や食事の場所がある
ウォーカブルな生活が気に入っています。ライフスタイルスト
アに行くと必ず誰か知り合いがいて、ちょっとした会話ができ
るのは東京の生活にはない南長浜ならではの魅力です。
店舗やレストランではリユース容器が使われていて、使い終
わった容器は次の買い物の時に返却します。南長浜に来ると
ゴミがまったく出ない生活ができてとても満足です。

川上 楓
40歳／二拠点居住者

最近免許返納して車も手放したので、住み慣れた加田町
の街で車がなくても生活できるのはとても安心です。買い
物や食事は歩いていけるところにあり、大型店舗にはない
地域の健康食材があるのが嬉しいです。
ライフスタイルストア目当てに市内の友達もわざわざ加田
町に来てくれるようになって、ついでに家に立ち寄ってく
れます。一人住まいになってもまったく淋しくありません。

青木 京子
70歳／単身世帯

起業家 単身世帯高齢者二拠点居住層移住者層
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地域ネットワークコミュニティゾー
ンは、中山間の小規模な集落を
ネットワークで結んで新しいライ
フスタイルを提供するゾーンです。
このゾーンには山沿いに数十軒
規模の集落が点在しています。
一つひとつは小さな集落ですが、
モビリティやドローン配送などの
テクノロジーを活用して集落同士
が結びつき、豊かな自然環境と伝
統文化に囲まれつつ、利便性の
高い生活を両立することができま
す。

地域ネットワークコミュニティゾーン
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地域ネットワークコミュニティゾーン

将来の姿、活動展開

クルマがなくても地域を移動できる
コミュニティモビリティ
地域ネットワークコミュニティゾーンには地域住民の通学や近隣施設への移
動をアシストするモビリティサービスが整備されます。

モビリティサービスは、南長浜地域を周回する自動運転モビリティと、オンデ
マンドで行きたい所に移動してくれるライドシェアモビリティが整備され、車に
乗れない住民の移動をアシストします。

モビリティは人を運ぶだけではなく、店舗からものが運ばれてきたり、市内の
施設から暮らしに必要なサービスが巡回して提供されたりします。

二拠点居住者も利用できる空き家の活用
地域ネットワークコミュニティゾーンでは、空き家を生かした取組が進み、豊
かな自然に囲まれた生活（適度な田舎）を体験できる地域として、全国から人
が集まっています。

地域内外の交流が進むことにより、二拠点居住者も増え、新たなライフスタイ
ルにより地域が活気づいています。

ゾーン内にある農業高校の一部が地域や来訪者に開かれた場所として地域
の小中学校の生徒の社会見学や職業体験の場になります。地域住民が農業
高校のことを知るきっかけになり、農業高校の生徒が地域のことを知ることに
もつながります。

地域の起業家の農業や食に関する学びの場にもなります。起業家や学生が共
同して農業や食の新しい活動が生まれていきます。

ターゲットプレイヤー

地域ネットワークコミュニティゾーンにある集落の一つである名越
町生まれで、今も名越町に住んでいます。周辺は高齢者世帯が増
え、数少ない40代として地域のリーダーとして活躍しています。
時間が空いたときは、ライドシェアモビリティの運転手として地域の
人々の買物や通院を手助けしています。農業高校の地域の取り組
みにもボランティアとして参加していて、先生や生徒と協力しなが
らより多くの人々に農業高校のことを知ってもらえるようになればと
考えています。

河田 博
45歳／単身世帯

単身世帯 モビリティを必要とする若年層高齢者

地域ネットワークコミュニティゾーンにある集落の一つで
ある鳥羽上町に住んでいます。大学の授業はVR授業で
行われるため普段は通学の必要はありませんが、演習授
業の時は京都にある大学に行く必要があり、コミュニティ
モビリティを使って駅まで移動します。

向井 太郎
19歳／大学生
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4 テーマ×ゾーンによる複合的展開 各ゾーンでは、地域の特長を活かした多様な活動が展開されます。 
それぞれの取組を個別に進めるだけでなく、他のゾーンと連携し、 
特長や資源を結びつけることで、エコシステムの形成を図ります。

　南長浜の交通利便性を活かして、
内外交流ゾーンに市内外から市民や
企業が集まり、新しいビジネスのアイ
デアが生まれます。ビジネスのアイデ
アは、内外交流ゾーンのインキュベー
ションハブで実証実験が行われたり、
メディカルゾーンでプロトタイプが実
践されたりします。

　その後、産業ゾーンの産業団地に
おいて製品が量産され、産業ゾーンの
商業施設において販売されるようにな
ります。このように南長浜は、産業の
インキュベーションが進められ、実証
実験や販売を通じてビジネスとなって
いくエコシステムが一つの地域の中で
完結した場所となります。

インキュベーションエコシステムの形成シナリオ1

東海道
新幹線

北
陸
本
線

JR田村駅

市立長浜病院

神田PA

内外交流ゾーン
• 既存施設のスペースを 
活用した地域内の交流

• インキュベーションハブで 
次世代型産業の実証実験

• 食・健康・農をテーマとした 
コミュニティ

産業ゾーン
• 市民と企業が共同する 
参加型商業施設

産業ゾーン
• 地域企業の 
シンボリックな製品の生産

メディカルゾーン／
地域共生コミュニティゾーン
• 地域内起業で生まれた食、農、健康領域の
新しいサービスがプロトタイプされる場
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　田村駅と（仮称）神田スマートICを
起点として、南長浜が多くの人を長浜
市に受け入れるためのゲートウェイの
役割を果たします。南長浜には地域
を周遊する自動運転車や空飛ぶクル
マのステーションのほか、休憩や買物
ができる施設が整備されます。田村駅
周辺の内外交流ゾーンは既存施設を
活用した地域内外交流の拠点となり
ます。

　こうした場所を経由して、リラックス
パークゾーンや地域共生コミュニティ
ゾーンに多くの人が訪れるようになり
ます。リラックスパークゾーンでは、琵
琶湖の自然を活用したアクティビティ
を、地域共生コミュニティゾーンでは
地域の暮らし文化を買物や食を通じ
て楽しむことができます。

駅とスマート ICが起点となった新たなゲートウェイシナリオ2

東海道
新幹線

北
陸
本
線

JR田村駅

市立長浜病院

神田PA

リラックスパークゾーン
• 琵琶湖を活かしたレイクアクティビティ
• 田村山の眺望を活かした商業活動

地域共生コミュニティゾーン
• ウォーカブルな範囲にある 
ライフスタイルストア

内外交流ゾーン
• リラックスパークゾーンと隣接する 
イベントパーク

• 既存施設のスペースを活用した 
地域内外の交流

産業ゾーン
• 駅と高速自動車道を活用した 
アクセスしやすい産業団地

SIC活用ゾーン
• 高速道路利用者が 
短時間で立ち寄れる 
集客施設
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東海道
新幹線

北
陸
本
線

JR田村駅

市立長浜病院

神田PA

　地域共生コミュニティゾーンにある
ライフスタイルストアでは、生活に必
要な食品や日用品を購入したり、カ
フェでちょっとした食事を取ることが
できます。地域ネットワークコミュニ
ティゾーンの人々は自動運転モビリ
ティやドローンデリバリーを活用して
お店を利用します。

　これらの地域の人々は、内外交流
ゾーンのコワーキングスペースで仕事
をしたり、リラックスパークゾーンのア
クティビティを楽しんだり、メディカル
ゾーンのウェルビーイングパークで運
動したりすることができます。ゾーン間
の移動も自動運転共同モビリティを
利用することができます。古き良きコ
ミュニティに囲まれた集落の生活と、
最新のテクノロジーに支えられた便利
な生活が両立した地域となります。 

コミュニティとテクノロジーの融合シナリオ3

リラックスパークゾーン
• 琵琶湖岸を活かした 
レイクアクティビティ

内外交流ゾーン
• 駅近立地のコワーキングスペースで仕事
• 食・健康・農をテーマとしたコミュニティ

産業ゾーン
• 産業ゾーンと地域共生コミュニティゾーンを 
周回するモビリティ

• 地域住民と産業団地のワーカーのための 
地域食堂

メディカルゾーン
• エリア内の自然環境を活かした 
ネイチャーウェルビーイングパーク

地域共生コミュニティゾーン
• ウォーカブルな範囲にある 
ライフスタイルストア

地域ネットワークコミュニティゾーン
• クルマがなくても地域を移動できる 
コミュニティモビリティ

• 二拠点居住者も利用できる空き家の活用
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2025 2030 2040 2050

5 ロードマップ

サイエンスパーク分譲開始

長浜バイオ大学開校
大学改革開始

大学コンソーシアム設立

産官学連携事業バイオインキュベーションセンター開設

長浜農業高校移転

長浜地方卸売市場開場

豊島池フェスティバル開催

市立長浜病院移転

きんたろう会設立

各地域づくり協議会設立

田村駅周辺整備
基本計画策定 駐車場整備

病院再編検討開始

神田まちづくりセンター建替

ヤマトサンショウウオの保護活動

北陸自動車道開通

神田PA設置

長浜ドーム開場

環境ビジネスメッセ開催

環境ビジネスメッセ終了

ネーミングライツ開始
長浜バイオ大学ドーム

文教短期大学移転開学

内外交流促進事業

地域巡回
モビリティ実証実験　

ウェルネスプログラム始動

インキュベーションハブ設立

産業用地供用開始

デジタルイノベーター育成事業

空き家等対策計画改定
空き家全件調査 コワーキングスペース誕生

コワーキングスペース誕生（スマートIC）

リラックスパーク整備完了

スマートIC集客施設誕生

（仮称）神田スマートIC開通

リラックスパーク整備開始

公有地利活用プロジェクト始動

田村東畑地区計画田村駅周辺
市街化区域編入

JR田村駅
東口広場整備

ガバメントクラウド
ファンディング開始

スタートアップ支援

田村駅
自由通路開通

地域循環
モビリティシステム

都市計画道路
の延伸

田村駅

まちセンを地域拠点とした
未来のライフスタイルの形成

住宅地
分譲開始

ネイチャーウェルビーイングのまち形成

産業用地供用開始

人材エコシステム形成

※現時点（2025年）の将来展望
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このビジョンでは、四半世紀先となる2050年の 

南長浜地域の成長した姿をとりまとめました。

今後、地域がこの姿に近づく、また現実のものとなるためには、 
ビジョンが行政の計画に留まらず、地域住民や関係人口となる人、 
地域内外の企業や活動団体など、 
あらゆる方々と共有を図ることが大切となります。

その上で、このまちで学びたい、暮らしたい、活動したい、投資をしたい、 
事業を起こしたいと思う共感者を増やし、 
「選ばれるまち」になっていくことをめざします。

そのためには、次の点を特に大事にしながら 

ビジョンを推進していきます。

ビジョンの実現に向けて

このビジョンを南長浜地域内はもとより、 
市内全体や市外にも広くPRし、ビジョンに描かれている 

将来の姿や活動展開について議論を交わし、 
具体的な取組につなげます。

大きな展望を抱きつつ、そのゴールをめざすために、 
まずは足元の取組から着実な一歩踏み出します。 

「まじわり、未来がそだつ」というコンセプトのもと、 
このまちづくりに賛同いただいている「共創パートナー企業」をはじめ、 
地域内外から幅広い世代や様々な分野の“チカラ”を呼び込み、 
この地域でコトを起こすプレイヤーをつくります。

行政の各関連計画のバックボーンとして位置付け、 
事業実施の道筋をつけていきます。

これらの取組を加速、後押しするため、地方創生の枠組みを中心に 

国等の支援制度を積極的に活用します。

社会情勢の変化に対して柔軟に対応するため、 
ビジョンの進捗管理を行いつつ、必要に応じて見直しを図ります。
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2050年という未来を想像しながら、豊かな創造力をもって、南長浜の理想の姿を共に描いていただきました。Special  Thanks

仁連 孝昭 
令和6年度（学）関西文理総合学園 
理事長

岩嵜 博論 
武蔵野美術大学 教授

伊藤 義弘 
令和6年度神田地区まちづくり協議会  
会長

岩嵜 博論 
武蔵野美術大学 教授

小川 暢保 
長浜サイエンスパーク運営協議会 
副会長

小川 幸男 
令和5年度神田地区まちづくり協議会  
会長

片山 郁夫 
令和6年度西黒田ふるさと振興会議  
会長

川﨑 他家廣 
長浜地方卸売市場（株） 
代表取締役

茂森 利洋 
令和6年度神田ふるさと創生会議  
副会長

髙森 喜兵衞 
令和5年度西黒田ふるさと振興会議  
会長

武田 了久 
令和6年度 
南長浜地域のまちづくりを推進する会  
副会長

辻村 忠嗣 
令和6年度田村町まちづくり委員会  
委員長

中尾 元重 
令和6年度六荘地区地域づくり協議会  
会長

中川 英治 
令和6年度六荘地区未来まちづくり研究会 
担当理事

中辻 克明 
令和5年度滋賀県長浜土木事務所 所長

西川 満 
令和6年度西黒田まちづくり研究会 会長

野本 浩司 
令和6年度高橋町まちづくり委員会 委員長

速水 茂喜 
令和6年度滋賀県長浜土木事務所 所長

松本 秀章 
滋賀文教短期大学 学長

若林 浩文 
令和5年度（学）関西文理総合学園 
理事長

磯﨑 真一 
NPO法人はまかる 代表理事

市岡 敦子 
（株）日本総合研究所 
未来デザインラボコンサルタント

今泉 翔一朗 
（株）日本総合研究所創発戦略センター 
スペシャリスト

今庄 啓二 
K2Frontier 代表

大橋 優子 
キッズアートクラブ 主宰

川村 美津子 
認定NPO法人つどい 理事長

久木 裕 
バイオマスアグリゲーション（株） 
代表取締役

熊谷 理美 
（株）dive in LIFE 代表

小出 篤 
長浜市DXフェロー

小林 大英 
湖北市民会議 事務局次長

税所 亮 
ベンチャー企業 UXデザイナー

茂森 仙直 
（株）アクアリング 代表取締役社長

杉本 泰宣 
（同）CDS 代表

髙部 格 
（株）平和堂 
地域共創課 課長

瀧澤 佳那 
東京長浜リレーションズメンバー

田中 康仁 
（株）TPF 代表 

谷口 嘉之 
滋賀県立大学地域共生センター 
地域連携コーディネーター

辻田 新也 
（株）OWLARTS 代表取締役

中村 友洋 
HikU 代表

藤居 海好 
東京長浜リレーションズ メンバー

宮部 広成 
ミヤベアグリックファーム 代表

横田 聡 
PlayGround 代表

渡壁 佑樹 
令和6年度 
（一社）長浜青年会議所 理事長

敬称略・五十音順

南長浜地域まちづくり共創会議委員長

南長浜地域まちづくり検討会議委員長 南長浜地域まちづくり検討会議委員

南長浜地域まちづくり共創会議委員

伊藤 喜久雄 
長浜市議会議員

橋本 典子 
長浜市議会議員

南長浜地域まちづくり共創会議オブザーバー

青松 基 
（株）sukku アートディレクター

石井 太 
湖北工業（株） 代表取締役社長

上原 あさみ 
（株）sukku デザイナー・イラストレーター

蒲生 仙治 
日本ソフト開発（株） 代表取締役社長

丹部 一隆 
メッシュ景観設計事務所 
ランドスケープアーキテクト

段野 孝一郎 
（株）日本総合研究所戦略企画部 部長

中田 朱音 
メッシュ景観設計事務所 
ランドスケープアーキテクト

畑下 嘉之 
（福）青祥会 理事長 
セフィロト病院 名誉院長

増田 晃一 
ライフイズテック（株） 事業開発事業部 
官公庁グループ総括部長

松居 繁隆 
長住建設（株） 取締役会長

南長浜地域まちづくり検討会議アドバイザー

本ビジョン作成にご協力いただいたみなさん
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2025年3月 策定
長浜市未来創造部政策デザイン課

南長浜まちづくりビジョン for 2050


